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1.  平成21年9月期第2四半期の連結業績（平成20年10月1日～平成21年3月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年9月期第2四半期 326,407 ― 3,154 ― 3,567 ― 2,040 ―
20年9月期第2四半期 317,237 7.7 2,017 14.3 2,554 15.6 1,089 △27.4

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

21年9月期第2四半期 54.31 ―
20年9月期第2四半期 28.73 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

21年9月期第2四半期 188,030 61,388 32.5 1,629.07
20年9月期 195,517 62,246 31.7 1,638.96

（参考） 自己資本   21年9月期第2四半期  61,018百万円 20年9月期  61,882百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無   

1株当たり配当金
（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年9月期 ― 12.00 ― 13.50 25.50
21年9月期 ― 12.50
21年9月期 

（予想）
― 13.00 25.50

3.  平成21年9月期の連結業績予想（平成20年10月1日～平成21年9月30日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 650,000 1.3 6,050 25.4 6,800 19.3 3,660 31.3 97.56
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4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・上記の業績予想は、発表日現在で入手可能な情報に基づき作成したものであります。実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性
があります。 
なお、業績予想の前提となる仮定等については３ページ【定性的情報・財務諸表等】３．連結業績予想に関する定性的情報をご覧ください。 
・当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準
適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

新規 ―社 （社名 ） 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年9月期第2四半期 38,153,115株 20年9月期  38,153,115株
② 期末自己株式数 21年9月期第2四半期  697,283株 20年9月期  395,901株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年9月期第2四半期 37,564,390株 20年9月期第2四半期 37,925,341株
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  当第２四半期連結累計期間における流通業界は、世界的景気の急速な減退に伴い消費者の生活防衛行動が一層鮮

明になり、厳しい環境で推移しました。 

 小売業界においては、大手の百貨店や衣料・家電量販店、GMS業態等の収益がさらに悪化する中で、スーパーマー

ケットならびにコンビニエンスストア等の小売業の食品販売は、節約志向の高まりにより内食関連商材の需要が喚

起され、また低価格なプライベートブランド商品の投入もあり、比較的堅調な推移を辿りました。 

 このような中にあって当社グループは、付加価値のある営業活動を追求し、販売力の強化と開発商材の拡売に加

え、取り組み小売業との関係強化による取引拡大を促進するとともに、全ての業務の生産性向上を図り、また低温

流通事業の体質改善に鋭意注力してまいりました。 

 この結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は前年同期に比べ2.9％増加し3,264億７百万円となりまし

た。利益につきましては、低温流通事業のケイ低温フーズ㈱の業績改善をはじめ、不採算取引の見直し等の徹底し

た利益管理及び諸経費の抑制を推進したこと等により、営業利益は31億54百万円（前年同期比56.3％増）、経常利

益は35億67百万円（前年同期比39.7％増）、そして当第２四半期純利益は、前期に５億14百万円の特別損失を計上

したこともあり、前年同期比87.2％増の20億40百万円となり、期首の計画を上回る結果となりました。 

  

  （１）資産、負債及び純資産の状況 

 当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ74億87百万円減少し、1,880億30

百万円となりました。 

 流動資産は、主に現金及び預金が減少したことにより、72億27百万円減少し1,143億66百万円となりまし

た。また固定資産は、有形固定資産の増加及び投資有価証券の時価評価額が下落したこと等により、２億60百

万円減少し736億63百万円となりました。 

 流動負債は、主に仕入債務が減少したことから、66億93百万円減少し1,200億78百万円となり、固定負債

は、63百万円増加し65億62百万円となりました。 

 そして純資産は、８億57百万円減少し613億88百万円となり、その結果、自己資本比率は32.5％となりまし

た。 

  

  （２）キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末

に比べ63億93百万円減少し、253億３百万円となりました。 

   （営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動によるキャッシュ・フローは19億42百万円の資金の減少となりました。その主な要因は、税金等

調整前四半期純利益35億６百万円、減価償却費13億39百万円、たな卸資産の減少３億92百万円により資金が

増加し、一方、仕入債務の減少58億61百万円等により資金が減少したことによるものであります。 

   （投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動によるキャッシュ・フローは31億41百万円の資金の減少となりました。その主な要因は、固定資

産及び投資有価証券の取得によるものであります。 

   （財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動によるキャッシュ・フローは13億９百万円の資金の減少となりました。その主な要因は、配当金

の支払及び自己株式の取得によるものであります。 

  

 平成20年11月14日に公表しました連結及び個別の業績予想につきまして、平成21年５月１日公表の「業績予想の

修正に関するお知らせ」のとおり修正しております。詳細は同資料をご参照ください。 

 なお、業績予想は、同資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成しており、実際の業績は今後様々

な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

  

【定性的情報・財務諸表等】

１．連結経営成績に関する定性的情報

２．連結財政状態に関する定性的情報

３．連結業績予想に関する定性的情報
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  該当事項はありません。  

   

  １．簡便な会計処理に関する事項 

   ①固定資産の減価償却費の算定方法 

    定率法を採用している固定資産の減価償却費の算定方法は、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按

  分して算定しております。  

  

  ②一般債権の貸倒見積高の算定方法 

   当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認

  められる場合は、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。  

  

 ２．四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

   該当事項はありません。  

  

・会計処理基準の改正に伴う変更 

 ①四半期財務諸表に関する会計基準の適用 

  当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に

 関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務

 諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

  

 ②重要な資産の評価基準及び評価方法の変更 

  たな卸資産 

   第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成18年７月

    ５日）を適用し、評価基準については、原価法から原価法（収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）によ

    り算定しております。なお、これによる損益への影響は軽微であります。   

  

     ③リース取引に関する会計基準の適用 

      所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理

          によっていましたが、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号（平成５年６月17日（企業会計

          審議会第一部会）、平成19年３月30日改正））及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基

          準適用指針第16号（平成６年１月18日（日本公認会計士協会 会計制度委員会）、平成19年３月30日改正））

     を第１四半期連結会計期間から早期に適用し、通常の売買取引に係る会計処理に変更しております。また、所

     有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産の減価償却の方法については、リース期間を耐用年数

     とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。 

      この結果、従来の方法によった場合に比べて、リース資産が158百万円計上されておりますが、損益に与え 

     る影響はありません。 

      なお、リース取引開始日が適用初年度前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸

     借に係る方法に準じた会計処理を引き続き採用しております。  

  

   （追加情報） 

      平成20年度の法人税法の改正に伴い、機械装置の耐用年数について見直しを行い、第１四半期連結会計期間

     より耐用年数の見積りの変更を実施しました。これにより、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益

     及び税金等調整前四半期純利益は、それぞれ15百万円増加しております。  

４．その他

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年３月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 22,559 28,958

受取手形及び売掛金 70,667 70,618

有価証券 2,744 2,738

商品及び製品 10,947 11,383

仕掛品 1 4

原材料及び貯蔵品 413 368

繰延税金資産 679 691

その他 6,841 7,220

貸倒引当金 △488 △389

流動資産合計 114,366 121,594

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 14,741 15,108

機械装置及び運搬具（純額） 1,363 1,175

工具、器具及び備品（純額） 335 370

土地 24,216 24,215

建設仮勘定 2,387 1,085

その他（純額） 158 －

有形固定資産合計 43,202 41,956

無形固定資産   

ソフトウエア 3,513 3,659

電話加入権 54 54

無形固定資産合計 3,568 3,714

投資その他の資産   

投資有価証券 19,109 21,778

長期貸付金 200 240

差入保証金 1,952 1,911

繰延税金資産 1,728 400

その他 4,203 4,147

貸倒引当金 △301 △226

投資その他の資産合計 26,892 28,252

固定資産合計 73,663 73,923

資産合計 188,030 195,517
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年３月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年９月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 104,440 110,302

短期借入金 144 467

未払金 7,107 7,506

未払法人税等 1,521 1,723

未払消費税等 240 121

設備関係支払手形 1,108 1,107

賞与引当金 955 1,032

役員賞与引当金 26 47

その他 4,533 4,463

流動負債合計 120,078 126,772

固定負債   

長期借入金 － 41

繰延税金負債 130 193

退職給付引当金 5,190 5,154

役員退職慰労引当金 403 416

その他 838 692

固定負債合計 6,562 6,498

負債合計 126,641 133,271

純資産の部   

株主資本   

資本金 5,934 5,934

資本剰余金 8,806 8,806

利益剰余金 46,796 45,266

自己株式 △858 △434

株主資本合計 60,678 59,571

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 338 2,309

繰延ヘッジ損益 0 1

評価・換算差額等合計 339 2,310

少数株主持分 370 363

純資産合計 61,388 62,246

負債純資産合計 188,030 195,517
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年10月１日 
 至 平成21年３月31日) 

売上高 326,407

売上原価 303,216

売上総利益 23,190

販売費及び一般管理費 20,036

営業利益 3,154

営業外収益  

受取利息 78

受取配当金 124

不動産賃貸料 190

持分法による投資利益 59

その他 116

営業外収益合計 570

営業外費用  

支払利息 12

不動産賃貸費用 138

その他 6

営業外費用合計 156

経常利益 3,567

特別利益  

固定資産売却益 0

特別利益合計 0

特別損失  

固定資産除売却損 2

投資有価証券評価損 57

ゴルフ会員権評価損 1

投資有価証券売却損 0

特別損失合計 61

税金等調整前四半期純利益 3,506

法人税、住民税及び事業税 1,457

法人税等調整額 △24

法人税等合計 1,433

少数株主利益 33

四半期純利益 2,040
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